
宿泊需要が回復、地域差は顕著
年延べ宿泊者数．億人泊

　

観
光
庁
　

宿
泊
旅
行
統
計
調
査
速
報
値

コ
ロ
ナ
前
の

年
比
．
％
減

滞
在
先
の
分
散
化
課
題
　
稼
働
率
は
平
均

％
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２
０
２
３
年
の
全
国
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
延
べ
宿
泊
者
数
は
５
億
９
２
７
５
万
人
泊
と

な
っ
た
。
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
の
速
報
値
。

年
比
は
０
・
５
％
減
と
な
り
、
ほ

ぼ
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
を
回
復
し
た
。
た
だ
、
地
域
別
で
は
、

年
比
が
プ
ラ
ス
だ
っ
た
の

は

都
道
府
県
だ
け
で
地
域
差
が
目
立
っ
た
。
延
べ
宿
泊
者
数
全
体
の
う
ち
、
日
本
人
延
べ

宿
泊
者
数
は
４
億
７
８
４
２
万
人
泊
で

年
比
０
・
４
％
減
に
回
復
。
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
は
１
億
１
４
３
４
万
人
泊
と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
に
伴
っ
て

年
比
１
・
１
％

減
に
ま
で
回
復
し
た
。

　
延
べ
宿
泊
者
数
は
、

連
休

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど

が
あ
っ
た

年
に
５
億
９
５
９

２
万
人
泊
と
な
り
、
現
行
の
統

計
手
法
に
な
っ
て
以
来
、
過
去

最
高
を
記
録
し
た
。と
こ
ろ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

拡
大
を
受
け
て
、

年
に
３
億

３
１
６
５
万
人
泊
、

年
に
３

億
１
７
７
７
万
人
泊
に
落
ち
込

ん
だ
。

年
は
４
億
５
０
４
６

万
人
泊
だ
っ
た
。

　

年
は
、
国
の
観
光
支
援
策

「
全
国
旅
行
支
援
」
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上

の
分
類
の
引
き
下
げ
な
ど
で
、

７
月
に

年
同
月
比
が
プ
ラ
ス

に
転
じ
た
。
８
月
は
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
が
、
９
月
以
降
は
プ

ラ
ス
で
推
移
し
た
。

　
た
だ
し
、
回
復
に
は
地
域
差

が
見
ら
れ
る
。

年
の
延
べ
宿

泊
者
数
を
都
道
府
県
別
に
見
る

と
、

年
同
月
の
実
績
を
上
回

っ
た
の
は
、
北
海
道
、
栃
木
、

埼
玉
、東
京
、神
奈
川
、京
都
、

大
阪
、
兵
庫
、
愛
媛
、
高
知
、

長
崎
、
熊
本
の

都
道
府
県
。

一
方
で

県
が
マ
イ
ナ
ス
で
、

福
島
、
福
井
、
鳥
取
、
宮
崎
の

４
県
は

％
以
上
の
下
げ
幅
と

な
っ
た
。

　
延
べ
宿
泊
者
数
の
上
位
５
地

域（
カ
ッ
コ
内
は

年
比
）は
、

①
東
京
都
９
７
３
１
万
人
泊

（

・
２
％
増
）
②
大
阪
府
４

９
３
５
万
人
泊（
４
・
１
％
増
）

③
北
海
道
３
７
９
３
万
人
泊

（
２
・
６
％
増
）
④
京
都
府
３

１
８
９
万
人
泊（
３
・
７
％
増
）

⑤
沖
縄
県
３
０
３
０
万
人
泊

（
７
・
８
％
減
）
。

　
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
水
際

対
策
が

年

月
に
大
幅
緩

和
、

年
４
月
に
撤
廃
さ
れ
る

と
、
急
速
に
回
復
し
た
。
７
月

に
は

年
比
が
プ
ラ
ス
に
転

じ
、
９
月
以
降
は
２
桁
の
増
加

率
で
推
移
し
た
。
外
国
人
延
べ

宿
泊
者
数
は
、
年
間
の
延
べ
宿

泊
者
数
全
体
に
占
め
る
割
合
も


・
３
％
と
な
っ
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
は
都

市
部
が
先
行
し
た
。
三
大
都
市

圏
（
東
京
、
愛
知
、
大
阪
な
ど

の
８
都
府
県
）
の
外
国
人
延
べ

宿
泊
者
数
は

年
比

・
６
％

増
だ
っ
た
の
に
対
し
、
地
方
部

（
三
大
都
市
圏
以
外
）
は
同


・
９
％
減
だ
っ
た
。
地
方
へ
の

訪
問
が
多
か
っ
た
ア
ジ
ア
か
ら

の
旅
行
者
の
回
復
の
遅
れ
、
地

方
へ
の
直
行
便
の
回
復
の
遅
れ

な
ど
が
要
因
と
み
ら
れ
る
が
、


年

月
単
月
で
は
、
三
大
都

市
圏
の
同

・
９
％
増
に
は
及

ば
な
い
も
の
の
、
地
方
部
も
同

９
・
５
％
増
と
コ
ロ
ナ
前
の
水

準
を
上
回
っ
た
。

　
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、

大
都
市
圏
で
東
京
都
４
２
７
３

万
人
泊（

年
比

・
６
％
増
）、

大
阪
府
１
８
４
８
万
人
泊（
同

３
・
１
％
増
）、京
都
府
１
２
１

２
万
人
泊（
同
０
・
８
％
増
）な

ど
、増
加
、回
復
が
目
立
っ
た
。

一
方
の
地
方
部
で
は
、北
海
道

６
７
８
万
人
泊（
同

・
１
％

減
）、沖
縄
県
４
１
５
万
人
泊

（
同

・
５
％
減
）、長
野
県
１
４

２
万
人
泊（
同

・
２
％
減
）、山

梨
県
１
３
３
万
人
泊（

・
５
％

減
）な
ど
と
な
っ
た
。

　
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査

の
速
報
値
に
よ
る
と
、
２
０
２
３

年
の
全
国
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る

客
室
稼
働
率
は

・
４
％
で
、


年
比
は
５
・
３
㌽
減
と
な
っ
た
。

延
べ
宿
泊
者
数
が
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前

の
水
準
を
回
復
し
た
が
、
客
室
稼

働
率
は
戻
り
き
っ
て
い
な
い
。
宿

泊
需
要
の
回
復
状
況
以
外
に
、
人

手
不
足
に
伴
う
収
容
力
低
下
が
影

響
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
客
室
稼
働
率
は

年
に

・
７

％
に
達
し
、
特
に
施
設
タ
イ
プ
別

で
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
が

・
５
％
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が

・
８
％
と

高
い
稼
働
率
を
記
録
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
受
け
て
、

年
と

年
は

共
に
全
体
と
し
て

・
３
％
と
低

調
に
推
移
。

年
は

・
６
％
だ

っ
た
。

　
都
道
府
県
別
で

年
の
客
室
稼

働
率
を
上
回
っ
た
の
は
、
青
森
、

岩
手
、
宮
城
、
栃
木
、
富
山
、
長

野
、滋
賀
、奈
良
、徳
島
、愛
媛
、

高
知
、長
崎
の

県
だ
け
だ
っ
た
。

マ
イ
ナ
ス
の

都
道
府
県
の
う

ち
、
千
葉
、
神
奈
川
、
岐
阜
、
京

都
、
大
阪
、
沖
縄
の
６
府
県
は
２

桁
の
減
少
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
客
室
稼
働
率
の
上
位

地
域

（
カ
ッ
コ
内
は

年
比
）は
、①
東

京
都

・
８
％（
５
・
７
㌽
減
）②
大

阪
府

・
２
％（

・
８
㌽
減
）③
福

岡
県

・
８
％（
５
・
９
㌽
減
）④
広

島
県

・
２
％（
７
・
１
㌽
減
）⑤
愛

知
県

・
９
％（
６
・
９
㌽
減
）⑥
埼

玉
県

・
８
％（
９
・
４
㌽
減
）⑦
千

葉
県

・
５
％（

・
１
㌽
減
）⑧
熊

本
県

・
６
％（
１
・
１
㌽
減
）⑨
宮

城
県

・
２
％（
０
・
７
㌽
増
）⑩
北

海
道

・
０
％（
７
・
３
㌽
減
）。

　
な
お
、宿
泊
施
設
タ
イ
プ
別
に


年
の
客
室
稼
働
率（
カ
ッ
コ
内

は

年
同
月
比
）を
見
る
と
、ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル

・
４
％（
６
・
４
㌽

減
）▽
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

・
３
％

（

・
２
㌽
減
）▽
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル

・
２
％（
６
・
３
㌽
減
）▽
旅
館


・
０
％（
２
・
６
㌽
減
）＝
旅
館
の

う
ち
従
業
者
数

人
以
上
の
施
設


・
３
％（
３
・
９
㌽
減
）▽
簡
易
宿

所

・
０
％（
８
・
４
㌽
減
）。 ※年の数値は速報値で、６月日公表予定の確報値で

変更となる可能性がある。


